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畜産からのGHG削減技術の開発
－道総研が関わる研究－
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農業におけるＧＨＧ排出抑制の検討
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代表機関: 国立研究開発法人 農研機構 畜産研究部門・北海道農業研究センター・九州沖縄農業研究センター
共同研究機関: 家畜改良センター、家畜改良事業団、岐阜県畜産研究所、兵庫県立農林水産技術センター畜産技術センター

広島県立総合技術研究所畜産技術センター、鹿児島県農業開発総合センター畜産試験場、群馬県畜産試験場
新潟県農業総合研究所畜産研究センター、栃木県畜産酪農研究センター、東北大学大学院農学研究科
広島大学大学院統合生命科学研究科、埼玉県農業技術研究センター、茨城県畜産センター、
熊本県農業研究センター畜産研究所、酪農学園大学、エア・ウォーター北海道株式会社、京都大学大学院農学研究科
北海道立総合研究機構、岡山県農林水産総合センター畜産研究所

普及・実証支援機関:宮崎県畜産試験場、味の素株式会社、住友化学株式会社、太陽油脂株式会社、出光興産株式会社、明治飼糧株式会社
フォス・ジャパン株式会社、伊藤ハム米久ホールディングス株式会社、キユーピータマゴ株式会社 3
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畜産からのGHG削減技術の開発

https://www8.cao.go.jp/cstp/moonshot/gaiyo/ms5_kobayashi.pdf
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牛のゲップに係るGHG排出低減研究(現在進行形@道総研)

1. 牛ルーメンマイクロバイオーム完全制御によるメタン80%削減に向けた新たな家畜生産システムの実現（内閣府ムーンショット事業、R4~6年度）

2. カシューナッツ殻液混合飼料による牛由来メタン削減量の評価 （民間受託、R4~6年度）

3. 畜産からのGHG排出削減のための技術開発 （農林水産省委託プロ、R4~8年度）

メタン削減手法

2050年までの目標

ムーンショット目標5（内閣府2020~）

「未利用の生物機能等のフル活用により、地球規模で
ムリ・ムダの無い持続的な食糧供給産業を創出」

2030年 GHG排出量を2013年度比46%削減

2050年 カーボンニュートラルの実現

消化管内メタン産生抑制

■削減資材の利用
1. ルーメンマイクロバイオーム完全制御

新規資材の探索・飼料化
新規飼料のメタン削減効果

2. カシューナッツ殻液混合飼料

粗飼料主体時のメタン削減効果

呼気のメタン80%削減

1経営体のメタン発生量30%削減
（排泄物管理も含む）

■消化管発酵の制御
1. ルーメンマイクロバイオーム完全制御

発酵動態モニタリング
最適飼養管理による発酵制御

成果の活用
低メタン産生牛の作出

■育種改良
3. 畜産からのGHG排出削減

農場レベルでのメタン測定法開発

簡易メタン推定法の精度検証
メタン発生量と飼養成績データ収集

メタン発生量と遺伝特性の関係解明
＊下線部が酪農試参画部分

農業分野における温室効果ガス（GHG）の排出削減が求められている。

GHG排出量の約半分を占める家畜の消化管発酵由来メタン削減
技術を開発する。

みどりの食料システム戦略（農林水産省2021~）

「農林水産業のCO2ゼロエミッション化」
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GHG測定システム（ヘッドボックス法＠酪農試験場）
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A 乾式メタン発酵
・ソリッド対応

ふん尿（ワラ混じり）→嫌気発酵→堆肥盤 →圃場還元
・国内での家畜ふん尿を対象とした成功例がほぼない。
・減容化（消化液の発生抑制）が可能

（消化液排出量:湿式＞セミ乾式＞乾式）
・技術開発が必要

○ ベンチサイズの開発
乾式

イメージ

・セミソリッド対応
ふん尿（ワラ混じり）→前処理（破砕）

→固液分離（固形分）→嫌気発酵→消化液貯留槽 →圃場還元
（液分:堆肥化）

・現在、α版（商用化一歩手前）
・減容化が可能（消化液排出量:湿式＞セミ乾式）
・技術的な問題点の解決

○セミソリッドふん尿の前処理装置の改良
○β版開発

B セミ乾式メタン発酵

イメージ

Free-stall barn
スラリー

（消化液貯留タンク必須）
TS:13%未満

湿式
C 湿式メタン発酵
・スラリー対応
・技術的に完成している。
・減容化しない

イメージ

研究開発の概要

○堆肥化が困難なソリッドおよびセミソリッド状のそれぞれの家畜ふん尿を対象とした乾式
(A)及びセミ乾式メタン（B）発酵システムの開発

○消化液を利用した再生敷料から発生するGHGの精緻化および再生敷料の防疫面の評価

Stanchion barn

ソリッド
積み上がるが堆肥化には副

資材が必要
TS:16％以上

セミソリッド
横に広がるため、堆肥
化には副資材が必要

TS:13～16%

ワラが
多い

だら～っと広がる

ある程度堆積可能


